


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2002年1月5日発行 あんふあんて No. 283 
-この文章は、厚生労働省の『少子化社会に対する意瓦』募集に対し、
会として提出した意瓦書の内容です。
(7月号&10 月号情報コーナー参~，?ID 務
r少子化社会に対する意見募集Jへの私たちの意見
私たちは 1975年3月に新聞の情報欄の呼びかけで始まった、会員数延べ7000名
の fあんふあんてJという主に子育て中の女性のグループです。(詳しくは同封の本3冊お
よび会報・資料等をご覧下さい。)まさに少子化問題の当事者世代であり、 27年間さまざ
まな試みをつづけてきた中から気づいたことを提案・希望したいと思います。
①夫の立ち会い出産を積極的に支撮してほしい!
今年の3月に東京都の助成金を得て出版した W2 1世紀のお母さんお父さんに贈る一【お
産サイドブック】』をまとめる中で気づいた一つは、夫の立会い出産は夫婦での子育てをス
ムーズに進めるということ。それぞれ夫の勤務先などの事情が異なることはもちろんあり
ますが、できるならば病院等での受け入れ体制・姿勢をもっと積極的にしてもらえないで
しょうか。病院側の立場にしてみれば、夫との対応や衛生面など余計な負担が増えるわけ
ですが、例えば、夫の立ち会いに対して保険の点数を加え、かっ何らかの助成金や手当て
などを出すなどはできないでしょうか。
子育てへの不安や孤独感、最近では虐待してしまうのではなし、かという逆のプレッシヤ
ーも大きく、，それらを少しでも減らし、虐待を防ぐことが少子化問題対策として必要です
し、具体的な制度として形にして示すことが求められていると思います。そのーっとして、
夫との関係をつくるきっかけとなる出産はとても大事なポイントです。特にこの世代は広
く地域や社会とのつながり感が希薄で、ひきこもりとまでいかなくても個人・自分をとて
も大事にする感性を優先させ、人間関係も狭く、夫婦だけで閉じこもりがちなのですから。
②専業主婦向けのリフレッシュのための一時保育制度の殻置を!
現在では東京都内各区をはじめとして、ファミリーサポート制度などの多様な保育制度
も行われていますが、例えば育児に煮詰まってしまった気持ちをリフレッシュさせたいな
どの理由では使えなかったり、もしくはそんな理由では…という窓口で、の雰囲気だったり、
民間のベビーシッター会社に頼めばいいという考えだったり、我慢が足りない・甘いとい
うニュアンスだったりします。しかも有料、 1時間 500"-'1300円では諦めざる負え
ないところです。これらの若い世代への無理解、共感のなさ、むしろ批判めいた視線はこ
のファミリーサポート制度だけの問題ではなく、子育て経験主婦によるアドバイス事業や
シルバー人材センターによる子育て事業などにも懸念されることであり、サポートする側
への事前教育の必要性があると思います。
また最近の少子化施策においては、仕事と子育ての両立のためのものが多いけれど、保
育所が圧倒的に足りない現在では専業主婦が多いわけだから、そのための保育が考えられ
でもいいのではないでしょうか。そのためには従来の「保育に欠ける」の保育とは異なる
発想のものであるべきだと思います。例えば「より人間的であるための」など、新しい「保
育Jの概念づくりを専門家にのぞみたいところです。
その専業主婦たちの密室育児には風通しのよさが必要です。その意味では今回発表され
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